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『タイ人教
きょう

師
し

と日
に

本
ほん

人
じん

教
きょう

師
し

のためのティーム・ティチング事
じ

例
れい

集
しゅう

』 

ＣＤ－ＲＯＭの内
ない

容
よう

 
 

TT_00_manual はじめに 

タイ人の先
せん

生
せい

方
がた

へ 

日本人の先
せん

生
せい

方
がた

へ 

ティーム･ティーチングの基
き

礎
そ

知
ち

識
しき

 

１．ティーム・ティーチングの定
てい

義
ぎ

 

２．ティーム・ティーチングのメリット 

３．ティーム・ティーチングの形
けい

態
たい

 

４．効
こう

果
か

的
てき

なティーム・ティーチングのために 

TT_01_hiragana ひらがな１ あいさつ、な行
ぎょう

・は行
ぎょう

 

ひらがな２ ひらがな・カタカナの読
よ

み方
かた

 

ひらがな３ ひらがな・カタカナの書
か

き方
かた

 

ひらがな４ ひらがな・カタカナの読
よ

み方
かた

 

TT_02_bumpoo_(01-06) ぶんぽう１ アムさんは学
がく

生
せい

ですか 

ぶんぽう２ ～がありますか 

ぶんぽう３ ～が好
す

きですか 

ぶんぽう４ ～は（場
ば

所
しょ

）へ行きます 

ぶんぽう５ （乗
の

り物
もの

）で行きます 

TT_03_bumpoo_(07-12) ぶんぽう６ ～はどこですか → ～の～です 

ぶんぽう７ 家
か

族
ぞく

紹
しょう

介
かい

 

ぶんぽう８ ～たことがあります 

ぶんぽう９ ～はどこですか → ～階
かい

です 

ぶんぽう 10 ～ことができます 

ぶんぽう 11 （乗
の

り物
もの

）でどのぐらいかかりますか。 

ぶんぽう 12 道
みち

案
あん

内
ない

 

TT_04_kaiwa かいわ１ 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

 

かいわ２ 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

 

かいわ３ ハンバーガー屋
や

 

かいわ４ レストランで注
ちゅう

文
もん

する 

かいわ５ 売
ばい

店
てん

で買
か

い物
もの

をする 

TT_05_bunka ぶんか１ 七
たな

夕
ばな

の短
たん

冊
ざく

を書
か

く「～ますように」 

ぶんか２ 日
に

本
ほん

の食
しょく

事
じ

のマナー 

ぶんか３ クイズを通
とお

して日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を知
し

る 

ぶんか４ 日
に

本
ほん

の受
じゅ

験
けん

事
じ

情
じょう

 

ぶんか５ 日
に

本
ほん

の「さくら」について知
し

る 

ぶんか６ 日
に

本
ほん

人
じん

のうちを訪
ほう

問
もん

する 

TT_06_classroom Japanese 表
ひょう

現
げん

集
しゅう
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１．はじめに                                 

 

2013年
ねん

現
げん

在
ざい

、タイ中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

の多
おお

くの学
がっ

校
こう

で日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

が開
かい

講
こう

されています。現
げん

場
ば

では多
おお

く

のタイ人
じん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

（以
い

下
か

、ＴＴ）や日
に

本
ほん

人
じん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

（以下、ＪＴ）が日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えていま

す。しかし、同
おな

じ学
がっ

校
こう

にＴＴ、ＪＴがいる学
がっ

校
こう

も増
ふ

えていますが、ティーム・ティーチングを行
おこな

っている学
がっ

校
こう

は少
すく

ないようです。その理
り

由
ゆう

として、以
い

下
か

のようなことが聞
き

かれます。 
 

・授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

数
すう

が多
おお

く、ティーム・ティーチングをすると効
こう

率
りつ

が悪
わる

い 

・タイ語
ご

あるいは日
に

本
ほん

語
ご

で、十
じゅう

分
ぶん

なコミュニケーションがとれない 

・ティーム・ティーチングをしてみたいが、どのようにすればいいのかわからない 
 

 確
たし

かに「授
じゅ

業
ぎょう

のコマ数
すう

が多
おお

い」「コミュニケーションがとれない」というのでは、ティーム・

ティーチングをするのは難
むずか

しいかもしれません。しかし、「してみたい」「興
きょう

味
み

がある」という声
こえ

は、特
とく

に、ＪＴがいない学
がっ

校
こう

のＴＴからよく聞
き

きます。 

また、観
かん

察
さつ

していると、「経
けい

験
けん

が浅
あさ

いので、日
に

本
ほん

語
ご

をどうやって教
おし

えていいか、まだよくわか

らない」という先
せん

生
せい

も多
おお

いようです。中
ちゅう

等
とう

学
がっ

校
こう

での日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

は、歴
れき

史
し

も浅
あさ

く、多
おお

くの先
せん

生
せい

方
がた

が、

試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

しながら、中
ちゅう

高
こう

生
せい

向
む

けのいい授
じゅ

業
ぎょう

とはなにか、考
かんが

えているところだと思
おも

います。 

そこで、コンケン大
だい

学
がく

教
きょう

育
いく

学
がく

部
ぶ

は、『タイ人
じん

教
きょう

師
し

と日
に

本
ほん

人
じん

教
きょう

師
し

のためのティーム・ティーチ

ング事
じ

例
れい

集
しゅう

』（以
い

下
か

、事
じ

例
れい

集
しゅう

）を作
さく

成
せい

し、ＴＴ、ＪＴ双
そう

方
ほう

がティーム･ティーチングについて考
かんが

えるためのプロトタイプを提
てい

供
きょう

することを考
かんが

えました。そして、東
とう

北
ほく

タイの有
ゆう

志
し

の先
せん

生
せい

方
がた

とプ

ロジェクト・チームを作
つく

り、2012年
ねん

６月
がつ

から 12月
がつ

にかけて授
じゅ

業
ぎょう

例
れい

を収
しゅう

集
しゅう

しました。この事
じ

例
れい

集
しゅう

の授
じゅ

業
ぎょう

例
れい

は、その一
いち

部
ぶ

です。 

実
じっ

際
さい

にティーム・ティーチングをしてみると、うまくいくこともあれば、うまくいかないこと

もありました。しかし、ティーム・ティーチングの過
か

程
てい

で、多
おお

くのことを考
かんが

えることができ、な

にかしら、気
き

づきを得
え

る機
き

会
かい

になりました。 

この事
じ

例
れい

集
しゅう

では、タイ人教
きょう

員
いん

が授
じゅ

業
ぎょう

を主
しゅ

導
どう

し、日
に

本
ほん

人
じん

教
きょう

員
いん

が補
ほ

助
じょ

するというスタイル（ＴＴ主
しゅ

導
どう

・ＪＴ補
ほ

助
じょ

型
がた

）を中
ちゅう

心
しん

に授
じゅ

業
ぎょう

を考
かんが

えています。そして、授
じゅ

業
ぎょう

をイメージしやすいように具体

的な授業例を載せました。また、できるだけ、コミュニケーション能
のう

力
りょく

が伸
の

ばせる授
じゅ

業
ぎょう

、文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

につながるような授
じゅ

業
ぎょう

を組
く

み立
た

てるようにしました。自
じ

分
ぶん

が授
じゅ

業
ぎょう

をするなら、こうしたい、

このような活
かつ

動
どう

も入
い

れてみたいなど、具
ぐ

体
たい

的
てき

にイメージしながら見
み

ていただき、授
じゅ

業
ぎょう

の参
さん

考
こう

にし

ていただけたら、幸
さいわ

いです。ティーム・ティーチングに、ひとりでも多
おお

くの先
せん

生
せい

が興
きょう

味
み

を持
も

ち、

挑
ちょう

戦
せん

してくださることを願
ねが

っています。 

 

2013年
ねん

３月
がつ
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２．タイ人
じん

の先
せん

生
せい

方
がた

へ                             

タイへ来
き

たばかりの、まだ経
けい

験
けん

の浅
あさ

いＪＴは、タイでの仕
し

事
ごと

や生
せい

活
かつ

を楽
たの

しみにしていますが、

いろいろ不
ふ

安
あん

なこともあると思
おも

います。タイの習
しゅう

慣
かん

や学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

の現
げん

場
ば

に慣
な

れるまで、時
じ

間
かん

もか

かります。うまくいかないこともあるかもしれませんが、温
あたた

かい目
め

で、見
み

守
まも

っていただければと

思
おも

います。 

【注
ちゅう

意
い

点
てん

】 

1. 教
きょう

室
しつ

で生
せい

徒
と

（以
い

下
か

、Ｓ）の前
まえ

に立
た

つことに慣
な

れていません。最
さい

初
しょ

は緊
きん

張
ちょう

すると思
おも

います。 

2. 声
こえ

が大きすぎる人
ひと

や、声
こえ

が小
ちい

さすぎる人
ひと

がいます。Ｓに聞
き

こえる、ちょうどいい大
おお

きさで話
はな

してもらうようにしましょう。 

3. 授
じゅ

業
ぎょう

のまえに、短
みじか

い時
じ

間
かん

でもいいので、打
う

ち合
あ

わせをしたほうが、ＪＴは安
あん

心
しん

して授
じゅ

業
ぎょう

に

臨
のぞ

めます。 

4. 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を専
せん

門
もん

に勉
べん

強
きょう

していない人の場
ば

合
あい

、日
に

本
ほん

語
ご

の教
おし

え方
かた

がよくわからないこともあ

ります。その場
ば

合
あい

はきめ細
こま

かい指
し

導
どう

やアドバイスが必
ひつ

要
よう

かもしれません。 

5. 忙
いそが

しくて話
はな

す時
じ

間
かん

がない場
ば

合
あい

は、だいたいのスケジュールを話
はな

しておくといいです。ＪＴに

できるだけ教
きょう

科
か

書
しょ

のことば、練
れん

習
しゅう

、会
かい

話
わ

をよく見
み

て、準
じゅん

備
び

しておくように伝
つた

えてください。 

6. ＪＴにできるだけＳと日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

すように伝
つた

えましょう。Ｓが日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

すチャンスをたく

さん作
つく

るようにしてもらうといいです。 

 

３．日
に

本
ほん

人
じん

の先
せん

生
せい

方
がた

へ                             

 タイへ来
き

たばかりの先
せん

生
せい

は、タイの習
しゅう

慣
かん

や学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

の現
げん

場
ば

に慣
な

れるまで、時
じ

間
かん

がかかると思
おも

い

ます。うまくいかないこともあるかもしれませんが、タイの文
ぶん

化
か

、タイの文
ぶん

脈
みゃく

を尊
そん

重
ちょう

し、様
よう

子
す

を

見
み

るところから始
はじ

めましょう。 

【注
ちゅう

意
い

点
てん

】 

1. ティーム･ティーチングに慣
な

れていないＴＴの場
ば

合
あい

、いろいろ試
ため

すところから始
はじ

まります。例
たと

えば、Ｓのリピートのモデルだけで終
お

わるということもあるかもしれませんが、ＴＴの希
き

望
ぼう

をくみ取ってサポートしましょう。 

2. ＴＴの授
じゅ

業
ぎょう

の進
すす

め方
かた

によくないと思
おも

う部
ぶ

分
ぶん

があっても、まずは様
よう

子
す

を見
み

ましょう。ＴＴのほ

うが授
じゅ

業
ぎょう

に慣
な

れているし、ＴＴにはＴＴのやり方があります。それを尊
そん

重
ちょう

しましょう。 

3. ＴＴの日
に

本
ほん

語
ご

の間
ま

違
ちが

いを指
し

摘
てき

する場
ば

合
あい

、その場
ば

でしてもらいたいというＴＴと、授
じゅ

業
ぎょう

のあと

でしてもらいたいというＴＴがいます。よく話
はな

し合
あ

って、どのような形
かたち

で指
し

摘
てき

するか決
き

めた

ほうがいいでしょう。ＪＴも外
がい

国
こく

語
ご

を話すとき、間
ま

違
ちが

えることはよくあることだと思
おも

います。 

4. 声
こえ

は、Ｓに聞
き

こえるように、少
すこ

し大
おお

きい声
こえ

で話
はな

しましょう。助
じょ

詞
し

で上
あ

がりすぎるなど、不
ふ

自
し

然
ぜん

な発
はつ

音
おん

、イントネーションにならないように気
き

をつけましょう。また、方
ほう

言
げん

を出
だ

さないよ

うに気
き

をつけましょう。地
ち

方
ほう

出
しゅっ

身
しん

の方
かた

は、はじめて教
おし

えることばをアクセント辞
じ

典
てん

で調
しら

べる

習
しゅう

慣
かん

をつけるといいです。 

5. 初
しょ

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

であるＳに見
み

せる手
て

書
が

きの字
じ

は、Ｓのお手
て

本
ほん

です。大人
お と な

の字
じ

、癖
くせ

字
じ

、崩
くず

し字
じ

を書
か

かず、楷
かい

書
しょ

で書
か

いてください。ＴＴから「ＪＴがきれいなひらがな、カタカナが書
か

けなくて、

困
こま

る」という声
こえ

がときどき聞
き

かれます。 
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6. タイ語
ご

ができる人は、タイ語
ご

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に使
つか

うのは、やめたほうがいいと思
おも

われます。Ｓは、

タイ語
ご

がわかるＪＴとは日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

そうとしない傾
けい

向
こう

があります。ＴＴにしか習
なら

っていなく

ても、日
に

本
ほん

語
ご

がたくさん話
はな

せるＳがいるのに、ＪＴにも習
なら

っているＳが、ぜんぜん日
に

本
ほん

語
ご

が

話
はな

せないことがあります。ＳがＪＴに会
あ

っても、簡
かん

単
たん

なあいさつさえ日
に

本
ほん

語
ご

で言
い

えない場
ば

合
あい

、

授
じゅ

業
ぎょう

のやりかたや、Ｓとの日
に

本
ほん

語
ご

でのコミュニケーションの取
と

り方
かた

を見
み

直
なお

したほうがいいか

もしれません。Ｓが日
に

本
ほん

人
じん

と話
はな

す機
き

会
かい

はどの学
がっ

校
こう

でもあるわけではありません。貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

を奪
うば

わないよう心
こころ

がけましょう。 

7. ＴＴは授
じゅ

業
ぎょう

以
い

外
がい

の業
ぎょう

務
む

でも忙しく、急
きゅう

に授
じゅ

業
ぎょう

ができなくなることも多いです。突
とつ

然
ぜん

授
じゅ

業
ぎょう

を頼
たの

まれても、なにかすぐできるように、授
じゅ

業
ぎょう

準
じゅん

備
び

をしておくといいです。 

 

４．ティーム・ティーチングの基
き

礎
そ

知
ち

識
しき

                             

１．ティーム・ティーチングの定
てい

義
ぎ

 

 ティーム・ティーチングとは、二人
ふ た り

以
い

上
じょう

の教
きょう

師
し

が、同
おな

じ目
もく

的
てき

を持
も

って、ひとつのクラスのひ

とつの科
か

目
もく

の指
し

導
どう

をすること、授
じゅ

業
ぎょう

の計
けい

画
かく

、実
じっ

施
し

、評
ひょう

価
か

をいっしょにすることです。授
じゅ

業
ぎょう

に複
ふく

数
すう

の教
きょう

師
し

がいっしょに入
はい

るときもあるし、一人
ひ と り

で授
じゅ

業
ぎょう

に入るときもあります。たとえば、１時
じ

間
かん

目
め

は学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

の導
どう

入
にゅう

や基
き

本
ほん

練
れん

習
しゅう

を一人
ひ と り

の教
きょう

師
し

がして、２時
じ

間
かん

目
め

にもう一人の教
きょう

師
し

が応
おう

用
よう

練
れん

習
しゅう

をする、というのもティーム・ティーチングです。この事
じ

例
れい

集
しゅう

では、ひとつの授
じゅ

業
ぎょう

にタイ人

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

（ＴＴ）と日
に

本
ほん

人
じん

教
きょう

師
し

（ＪＴ）がいっしょに授
じゅ

業
ぎょう

に入って指
し

導
どう

する事
じ

例
れい

を紹
しょう

介
かい

し

ます。ＴＴとＪＴが協
きょう

力
りょく

して、それぞれの長
ちょう

所
しょ

、専
せん

門
もん

性
せい

をうまく出
だ

せたら、授
じゅ

業
ぎょう

目
もく

標
ひょう

をより

効
こう

果
か

的
てき

に達
たっ

成
せい

することができるでしょう。 

 

２．ティーム・ティーチングのメリット 

 ＴＴとＪＴのティーム・ティーチングにどんな利
り

点
てん

があるでしょうか。 

 

メリット 1 生
せい

徒
と

がネイティブと直
ちょく

接
せつ

コミュニケーションできる。 

あいさつや、自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

など簡
かん

単
たん

な日
に

本
ほん

語
ご

でも、ＪＴの話
はな

したことがわかった、自
じ

分
ぶん

の話
はな

したこ

とが通
つう

じた、という経
けい

験
けん

はＳに達
たっ

成
せい

感
かん

を与え、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の大きな動
どう

機
き

づけになるでしょう。 

 

メリット 2 生
せい

徒
と

がネイティブの音
おん

声
せい

やしぐさに直
ちょく

接
せつ

接
せっ

することができる。 

ＣＤの音
おん

声
せい

では知
し

ることができない、くちびるの動
うご

きや表
ひょう

情
じょう

を見
み

ることもできますし、発
はつ

音
おん

も

はっきりと聞
き

くことができます。また、あいさつのときのおじぎのしかたなど、ジェスチャーを

見
み

せることもできます。 

 

メリット 3 生
せい

徒
と

が日
に

本
ほん

や日
に

本
ほん

語
ご

について質
しつ

問
もん

することができる。 

ＪＴとの授
じゅ

業
ぎょう

は異
い

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

の場
ば

でもあります。ＪＴのこと、日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

や日
に

本
ほん

語
ご

について知
し

りたいことがあれば、直
ちょく

接
せつ

聞
き

いてみることができます。 
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メリット 4 生
せい

徒
と

が日
に

本
ほん

語
ご

でタイについて伝
つた

える機
き

会
かい

が作
つく

れる。 

いつもＪＴから「教
おし

えてもらう」だけではなく、ＳからＪＴに日
に

本
ほん

語
ご

で「タイのことを伝
つた

える」

ことができます。学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

や食
しょく

生
せい

活
かつ

などについて日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

すことは、ＪＴがいれば、より真
しん

実
じつ

味
み

のある楽
たの

しい活
かつ

動
どう

になるでしょう。タイと日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

の相
そう

互
ご

理
り

解
かい

のためのいい機
き

会
かい

になります。 

 

メリット 5 教
きょう

師
し

二人
ふ た り

で生
せい

徒
と

を指
し

導
どう

することができる。 

 Ｓ一人
ひ と り

一人
ひ と り

に質
しつ

問
もん

をしたり、質
しつ

問
もん

を受
う

けたり、Ｓが書
か

いたものをチェックしたりするときに、

教
きょう

師
し

が二人
ふ た り

いれば、たくさんのＳを個
こ

別
べつ

にチェックすることができて、効
こう

果
か

的
てき

です。 

 

メリット 6 教
きょう

師
し

二人
ふ た り

で授
じゅ

業
ぎょう

を評
ひょう

価
か

できる。 

 授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

の生
せい

徒
と

の反
はん

応
のう

や達
たっ

成
せい

度
ど

について、異
こと

なるふたつの視
し

点
てん

から評
ひょう

価
か

をすることができます。

また、一人
ひ と り

の授
じゅ

業
ぎょう

より、より客
きゃっ

観
かん

的
てき

な評
ひょう

価
か

ができるでしょう。そこから授
じゅ

業
ぎょう

の改
かい

善
ぜん

点
てん

を見
み

出
いだ

す

こともできます。 

 

３．ティーム・ティーチングの形
けい

態
たい

 

 ティーム・ティーチングには３つのパターンがあります。 

 

【A】ＴＴ主
しゅ

導
どう

・ＪＴ補
ほ

助
じょ

型
がた

 

教
きょう

案
あん

の作
さく

成
せい

から授
じゅ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

まで、ＴＴが中
ちゅう

心
しん

になって行
おこな

います。ＴＴは日
に

本
ほん

語
ご

とタイ語
ご

を使
つか

いながら、授
じゅ

業
ぎょう

をします。ＪＴは発
はつ

音
おん

のモデルをしたり、Ｓの会
かい

話
わ

の相
あい

手
て

をしたりして、サポー

トします。 
 

【B】ＪＴ主
しゅ

導
どう

・ＴＴ補
ほ

助
じょ

型
がた

 

教
きょう

案
あん

の作
さく

成
せい

から授
じゅ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

まで、ＪＴが中
ちゅう

心
しん

になって行
おこな

います。ＪＴは日
に

本
ほん

語
ご

だけで授
じゅ

業
ぎょう

をします。ＴＴは、必
ひつ

要
よう

なときだけタイ語
ご

で説
せつ

明
めい

したり、生
せい

徒
と

の会
かい

話
わ

の相
あい

手
て

をしたりして、サポ

ートします。 
 

【C】ＴＴ・ＪＴ共
きょう

同
どう

型
がた

 

 教
きょう

案
あん

の作
さく

成
せい

から授
じゅ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

まで、ＴＴとＪＴがいっしょに行
おこな

います。それぞれが積
せっ

極
きょく

的
てき

に

アイデアを出
だ

しながら、授
じゅ

業
ぎょう

を準
じゅん

備
び

します。 

 

 【Ａ】～【Ｃ】にはそれぞれに長
ちょう

所
しょ

、短
たん

所
しょ

があります。教
きょう

育
いく

経
けい

験
けん

が長
なが

く、指
し

導
どう

がうまい教
きょう

師
し

ならば、どのパターンにもうまく対
たい

応
おう

できると思
おも

われます。しかし、教
きょう

育
いく

経
けい

験
けん

が浅
あさ

い教
きょう

師
し

は、

一人で授
じゅ

業
ぎょう

をする場
ば

合
あい

も、授
じゅ

業
ぎょう

の準
じゅん

備
び

が大
たい

変
へん

かもしれません。この事
じ

例
れい

集
しゅう

では【Ａ】を中
ちゅう

心
しん

に扱
あつか

います。タイの社
しゃ

会
かい

、タイの文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

しているＴＴが主
しゅ

導
どう

することで、タイのことがよく

わからないＪＴが授
じゅ

業
ぎょう

に早
はや

く慣
な

れるように、手
て

伝
つだ

うことができます。ＪＴには、ＴＴの考
かんが

え方
かた

、

授
じゅ

業
ぎょう

の進
すす

め方
かた

を理
り

解
かい

し、うまくサポートすることが求
もと

められます。 
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４．効
こう

果
か

的
てき

なティーム・ティーチングのために 

 

4.1. ＴＴとＪＴのティーム・ティーチングで、してみたいこと 

 

○活
かつ

動
どう

の前
まえ

にＴＴとＪＴがコミュニケーションの例
れい

を見
み

せる。 

 タイ語で説
せつ

明
めい

するだけでなく、ＴＴとＪＴが話
はな

す場
ば

面
めん

を実
じっ

際
さい

に見
み

せることができるので、Ｓが

場
ば

面
めん

を理
り

解
かい

しやすくなります。 
 

○ＴＴとＪＴによる会
かい

話
わ

を聞
き

いて、聴
ちょう

解
かい

練
れん

習
しゅう

をする。 

 生
せい

徒
と

が理
り

解
かい

できるレベルの会
かい

話
わ

を聞
き

き取
と

る練
れん

習
しゅう

も、簡
かん

単
たん

にすることができます。 
 

○ＪＴが生
せい

徒
と

とコミュニケーション練
れん

習
しゅう

をしているとき、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、ＴＴがタイ語で生
せい

徒
と

の

理
り

解
かい

を助
たす

ける。 

ＴＴは、ＪＴとＳのコミュニケーションを観
かん

察
さつ

しながら、Ｓの理
り

解
かい

を確
かく

認
にん

することができます。

コミュニケーションがうまくできないことがあっても、すぐにタイ語
ご

で通
つう

訳
やく

するのではなく、Ｓ

に考
かんが

えさせたり、タイ語
ご

でヒントを与
あた

えたりすることができるのは、ＴＴの強
つよ

みです。 

 

4.2. ＴＴとＪＴのティーム・ティーチングで、しないほうがいいこと 

 

○ＪＴが日
に

本
ほん

語
ご

を聞
き

かせるだけ 

 ＪＴがことばの発
はつ

音
おん

モデルをするだけとか、教
きょう

科
か

書
しょ

の文
ぶん

を読
よ

むだけでは、ＪＴはつまらないと

思
おも

うかもしれません。もちろん、発
はつ

音
おん

のモデルもお願
ねが

いしたほうがいいですが、それだけでな

く、授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で、ＪＴとＳがコミュニケーションをする活
かつ

動
どう

があるといいでしょう。 
 

○ＴＴがＪＴの日
に

本
ほん

語
ご

をすぐにタイ語
ご

に通
つう

訳
やく

する 

 これをすると、Ｓは、日
に

本
ほん

語
ご

で理
り

解
かい

するのではなく、タイ語
ご

で理
り

解
かい

することになります。すぐ

に、全
ぜん

部
ぶ

を通
つう

訳
やく

する必
ひつ

要
よう

はありません。Ｓに考
かんが

えさせたり、わかりにくいところをＳに質
しつ

問
もん

し

たりするといいでしょう。 
 

○日
に

本
ほん

語
ご

のまちがいを、Ｓの前
まえ

で直
なお

す。 

 ＴＴもＪＴも、字
じ

、ことば、文
ぶん

法
ぽう

、発
はつ

音
おん

などを間
ま

違
ちが

ってしまうことがあります。そのときに、

「先生、それはまちがいですよ！」とＳの前
まえ

で直
なお

すと、Ｓが不
ふ

信
しん

感
かん

を持
も

つかもしれません。大
おお

きいまちがいではない場
ば

合
あい

は、あまり気
き

にしなくてもいいでしょう。大
おお

きいまちがいで、直
なお

し

たほうがいい場
ば

合
あい

は、小
ちい

さい声
こえ

で、２人だけで話
はな

すといいです。 
 

○ＪＴがタイ語
ご

で話
はな

す 

タイ語
ご

ができるＪＴも、Ｓと話
はな

すときは、教
きょう

室
しつ

の中
なか

でも外
そと

でもできるだけ日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

しましょ

う。「ＪＴはタイ語
ご

ができる」とわかると、Ｓは日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

そうとしないことがあります。 
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